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Ne Ar Kr Xe
測定光2p -/2 46.2 93.2 96.5 124.4
2p 3,2 46.0' 92.0 91.7 110.0
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を､もちいており 30 nn 程度の幅の波長域を同時に測定している｡
≪結果≫
図2に本研究で得られた､希ガスの外殻 S電子電牡断面積の衝突エネルギー依存性を
示す｡各ガス共､500eVで絶対値をノーマライズしてある｡Ne,を除く三つの原
子については､Double-Peakの構造がみられる｡しかし､Kr,は一つめのPeakが他の
二つのガスに比べて小さくなっている｡またPeakの絶対値は､庶子のBindingEnergyの
順番になっている事がわかる｡しかしノーマライズを行った500eVの絶対借は､Ⅹ
e,よりもKr,の方が大きくなっている｡発表会では考察を含めて詳しく報告する｡
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